


※委員からの主な意見 

 

○競技力の向上について 

（みえのスポーツを支える人づくり） 

 

・国体開催時だけの一過性の取組ではなく、

継続性を持った取組にする必要がある。 

 

・子どもがスポーツに関わる機会をできるだ

け多くし、能力の高い子どもを発掘・育成

するシステムができれば良い。 

 

・運動部の強化活動を通じて、中体連・高体

連の縦のつながりや競技団体間の横の連携

を深め、取組を活性化できると良い。 

 

・子どもが現在取り組んでいる競技では芽が

出なくても、他の競技では才能が開花する

可能性もある。競技団体間で連携し、競技

の転向を促進する取組も効果があるのでは

ないか。 

 

○大規模大会の開催を契機とした地域の活性

化について 

（スポーツによる地域の活性化） 

 

・県内で障がい者スポーツの全国規模の大会

を実施するためには、施設面の課題が多く、

ハード面の整備を進める必要がある。 

 

・オリンピックのキャンプ地が地元に来て、

一流のアスリートと触れ合う機会が持てれ

ば、子どもがスポーツに親しむとともに、

トップを目指すきっかけになる。 

 

・国体とインターハイの開催地をリンクさせ

ることで、地域にスポーツを根付かせるき

っかけにできれば良い。 

・オリンピックのキャンプ地誘致は大変素晴

らしいが、ロビー活動など多額の経費が掛

かるのではないか。 

 

○プロジェクトの今後の方向性について 

 

・スポーツの競技力を向上させる（トップを

伸ばす）取組も大切だが、県民にスポーツ

に親しみ、理解を深めてもらう（底辺を拡

大する）取組も重視するべきである。 

 

・行政の取組が地域のスポーツの現場にも届

くように、しっかりと情報発信をする必要

である。 

 

など 

 

 

 

       次回の開催予定       

 ６月中旬に平成２７年度第１回推進会議を

開催する予定です。 


